（様式１－１）
[bookmark: _Hlk52206737][bookmark: _Hlk52206592]第２６回国土技術開発賞　応募書
令和　　年　　月　　日
（一財）国土技術研究センター
[bookmark: _Hlk19712806]　　　理　事　長　　徳　山　日出男　殿
（一財）沿岸技術研究センター
　　　理　事　長　　宮　﨑　祥　一　殿
応募者名：（個人所属先、民間法人・行政機関等名）
[bookmark: _Hlk146511907]法人等代表者名：（役職・氏名）　　　　　　　
所在地　：〒
電　話　：　　　　－　　　　－
（応募者が２者の場合は、以下同様に列記して下さい）

[bookmark: _Hlk80805874]　下記について、第２６回国土技術開発賞に応募します。

記
１．技術名称 (ふ　り　が　な)：
　　　　（副題）：
２．窓口担当者
　　　　　　法人等名：
　　　　　　　所　属：
　　　　　役職・氏名：
　　　　　　　所在地：〒
　　　　　　　電　話：　　　　－　　　－　　　　ＦＡＸ　：　　　　－　　　－
３．代表技術開発者
　　　　　　法人等名：
　　　　　　　所　属：
　　　　　役職・氏名：
　　　　　　　所在地：〒
　　　　　　　電　話：　　　　－　　　－　　　　ＦＡＸ：　　　　－　　　－
４．共同開発者
　　　　共同開発者名：（個人所属先、民間法人・行政機関等名）
　　　　　　　　　　　（役職・氏名）
　　　　　　所在地　：〒
　　　　　　電　話　：　　　　－　　　　－
　　　　　　（共同開発者が複数の場合は、以下同様に列記して下さい）



（様式１－２）
第２６回国土技術開発賞　応募書
令和　　年　　月　　日
（一財）国土技術研究センター
　　　理　事　長　　徳　山　日出男　殿
（一財）沿岸技術研究センター
　　　理　事　長　　宮　﨑　祥　一　殿
応募者名：（個人所属先、民間法人・行政機関等名）
法人等代表者名：（役職・氏名）　　　　　　　
（応募者が２者の場合は、以下同様に列記して下さい）


　第２６回国土技術開発賞に応募する技術の開発体制は、下記の通りです。

記
１．技術名称 (ふ　り　が　な)：
　　　　（副題）：

２．各応募者等が携わった技術開発の具体的な内容
 (
（開発体制のフロー図等）
)
　（応募者：○○）
　　　（応募者が携わった具体的な内容を記入して下さい）

　（応募者：○○）
　　　（上記同様）

　（共同開発者：○○）
　　　（共同開発者が携わった具体的な内容を記入して下さい）

　（共同開発者：○○）
　　　（上記同様）


（様式１－３）
第２６回国土技術開発賞　応募書
令和　　年　　月　　日
（一財）国土技術研究センター
　　　理　事　長　　徳　山　日出男　殿
（一財）沿岸技術研究センター
　　　理　事　長　　宮　﨑　祥　一　殿
技術開発者申請者
　所属法人等名：
　法人等代表者名：（役職・氏名）　　　　　　　　　

第２６回国土技術開発賞に応募する技術について、下記の通り、技術開発に直接かつ中心となって携わり、特に技術的に重要な役割を担った者であるので、技術開発者として申請します。

記

	技術開発者
	氏　名　：　注）技術開発者本人直筆の署名をお願いします。　
所　属　：　
役　職　：　
連絡先　：　TEL　　　－　　　－　　　　FAX　　　－　　　－　　　

	技術名称
	

	技術開発に携わった具体的な内容
	１．技術開発に直接携わった時期
２．技術開発における具体的な役割と成果














	技術開発者の
開発当時の所属等
	所　属　：　
役　職　：　



（様式１－４）
第２６回国土技術開発賞　応募書
令和　　年　　月　　日
（一財）国土技術研究センター
　　　理　事　長　　徳　山　日出男　殿
（一財）沿岸技術研究センター
　　　理　事　長　　宮　﨑　祥　一　殿
実績証明者　所　属：
　役　職：
氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　所在地：〒
　電　話：
注）応募技術の採用に携わった担当部局の責任ある役職者。私印可。
第２６回国土技術開発賞に応募する応募技術は、「実績例（様式２－４）」に記載されている下記当該事業において実績があることを証明します。

記

	実績を証明する
応募技術名
	応募技術名：
注）実績証明者が実績を証明する応募技術名を記入して下さい。

	実績を証明する
応募者名
	応募者名：
注）実績証明者が実績を証明する応募者名を記入して下さい。

	実績の概要

	[bookmark: OLE_LINK1]事業名（工事名）
	注）応募者が実績証明者と契約した事業名（工事名）を記入して下さい。

	
	施工場所
	

	
	実施期間
	　　年　　月　　日　～　　　　　年　　月　　日

	
	実績の概要：
１）当該事業の概要
[bookmark: _Hlk146512558]２）実績証明する応募技術の実績の概要　等について記入して下さい。


	問合せ先
	注）問合せ先は実績証明者の所属する部局の方であれば結構です。その方の役職、氏名、電話番号を記入


(*)建設技術審査証明等から審査証明を受けた場合は不要
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 (
（Ａ４版　２枚）
Ⅰ応募技術の概要　１枚
Ⅱ写真･図･表　１枚
) (
（様式２－１）
概要版作成イメージ
)第２６回国土技術開発賞　応募技術概要
技術名称	：○○○○○○○○○○
（副　題）	：○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
応募者名	：○○○○○株式会社
技術開発者	：○○○○○株式会社□□□□□、○○○○○株式会社△△△△△
共同開発者	：株式会社×××××

応募技術概要
技術の内容
（様式２－２　１．応募技術の内容①技術開発の着眼点とコア技術　をキーワードを外さず簡潔に記入）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
技術の新規性･実用性
（様式２－２　１．応募技術の内容②応募技術の新規性　③応募技術の実用性　をキーワードを外さず簡潔に記入）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
技術の適用範囲
（様式２－２　２．応募技術の適用範囲　をキーワードを外さず簡潔に記入）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
技術の効果
（様式２－２　３．応募技術の効果　をキーワードを外さず簡潔に記入）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
技術の社会的意義及び展開可能性
（様式２－２　４．応募技術の社会的意義及び展開可能性　をキーワードを外さず簡潔に記入）
○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○
技術の適用実績
（様式１－４、及び様式２－４から記入）
○○○○○工事、和暦○○年○○月～和暦○○年○○月　　他○○件
[bookmark: _Hlk525137786]（斜体文字の部分は削除して記入してください）

Ⅱ．写真・図・表








　　　　　　　　写真―１　○○○○　　　　　　　　　　　写真―２　○○○○














　　　　　　　　　　　　　　　　　図―１　○○○○

　　　　　　　　表―１　○○○○　　　　　　　　　　　　表―２　○○○○










（様式２－２）
[bookmark: _Hlk80805820][bookmark: _Hlk52206841]第２６回国土技術開発賞　応募技術の詳細
（Ａ４版　枚数任意　文字サイズ10.5ポイント）
	応募技術の詳細

	１．応募技術の内容
①技術開発の着眼点とコア技術
（技術開発の着眼点とコア技術について、何を開発したのか、何に着眼して技術開発を行ったか、及び応募技術のコア技術は何かを記入）


②応募技術の新規性
（	応募技術の新規性について、応募技術のどこが新しいのか、なぜ今まで無かったのかを記入（新規性で、類似技術がない場合は、「類似技術なし。」と記入））


③応募技術の実用性
（応募技術の実用性について、今までできなかった何ができるようになったのか(Before/After)、及び技術開発により、何が便利になり、何が効率的になったかを記入）



	２．応募技術の適用範囲
（応募技術の適用範囲、適用限界について具体的に記入）



	３．応募技術の効果
(様式1-4の実績証明の事業における事例の実績効果を記入)
（経済的効果（コスト縮減、工期短縮等）・社会的効果（生産性、安全、地球環境、作業環境、担い手等）を、従来技術･類似技術と比較して、できるだけ具体的かつ定量的に記入）



	４．応募技術の社会的意義及び展開可能性
①社会的意義
(出来なかったことが出来るようになったことが、社会や国民生活から見てどのような意義があると考えられるか記入)


②展開可能性
（開発した応募技術の今後の国際展開や他分野への展開の可能性について、根拠を示して記入）
（注意：今後の技術開発の予定等は記入不可)




（様式２－３）
第２６回国土技術開発賞　写真・図面等
（Ａ４版　枚数任意）
	写真・図面等

	
































（様式２－４）
第２６回国土技術開発賞　実績例
（Ａ４版　枚数任意）
	実績例　１
	適用年月：　　　年　　月～　　　年　　月
[bookmark: _Hlk494282702]事業名　：事業名　（元請会社との契約工事名）　　※斜文字は下請としての実績の場合の記入例
事業者名：事業者名　（元請会社名）　　※斜文字は下請としての実績の場合の記入例
概　　要：



	実績例　２
	適用年月：　　　年　　月～　　　年　　月
事業名　：
事業者名：
概　　要：



	実績例　３
	適用年月：　　　年　　月～　　　年　　月
事業名　：
事業者名：
概　　要：



	実績例　４

	適用年月：　　　年　　月～　　　年　　月
事業名　：
事業者名：
概　　要：



	実績例　５
	適用年月：　　　年　　月～　　　年　　月
事業名　：
事業者名：
概　　要：






（様式２－５）
第２６回国土技術開発賞　応募技術情報
（Ａ４版　１枚）
	技術名称 (ふ　り　が　な)
	

	（副　題）
	

	技術の
概要
（２００字以内）
	





	適用分野
	１．河川　　２．海岸　　３．砂防　　４．ダム　　５．道路　　６．上下水道　　７．建築　　
８．港湾　　９．空港　　１０．鉄道　　１１．その他（　　　　　　　　　）

	技術区分
	１．調査・測量・計測　２．計画・設計　３．施工　４．維持管理　５．材料・製品　６．機械・設備　７．電気・通信　８．ソフトウエア　９．地震対策　１０．その他（　　　　　　　　　）

	開発した新技術の内容
	１．設計・調査測量計測・情報表示手法 ２．施工方法・施工システム ３．材料・製品 ４．機械・設備　

	開発期間（西暦）
	　　　　　年～　　　　年
	総開発費
	約　　　，　　　千円
	適用実績件数
	　　　　件

	建設技術審査証明事業等
（取得されている場合のみ記入下さい）
	取得技術名称：
取得会社名　：
実施機関名　：
建設技術審査証明事業等の番号：
当初取得年月日：　　　年　　月　　日　　最新取得年月日：　　　年　　月　　日

	NETIS登録（登録されている場合のみ記入下さい）
	登録技術名称　：
開発会社名　　：
登録番号　　　：　　　　　　　　　　　　　　　　登録年月日　　：　　　　年　　月　　日

	主な表彰経歴
（現在応募中のものの記入も可）
	表彰制度名：
受　賞　名：
受賞年月日：　　　　年　　月　　日

	応募者概要
	応募者名
	

	
	資本金（千円）
	
	従業員数(人)
	

	
	業　種
	1 [bookmark: _Hlk18925951]土木･建築一式施工　②専門工事施工　③コンサルタント・設計　④測量・地質　⑤計測・モニタリング　⑥材料・機械メーカー　⑦公益企業　⑧大学・研究機関等　⑨国・国立研究開発法人等　⑩その他（　　　　）


※主な表彰履歴、応募者概要等は、必要に応じて記入欄を増やして記入して下さい。




（様式２－６）
第２６回国土技術開発賞　特許権・実用新案権等
（Ａ４版　枚数任意）
	特　許　権
	１．取得　　２．出願中・公開中　　３．無し
（１又は２又は３に○を付けて、以下に全ての案件を記入して下さい）

　件　名：
　発明者：　　　　　　　　　　　　　　　出願人：
　日　付：　　　　年　　月　　日　　　　番　号：


	実用新案権
	１．取得　　２．出願中・公開中　　３．無し
（１又は２又は３に○を付けて、以下に全ての案件を記入して下さい）

　件　名：
　考案者：　　　　　　　　　　　　　　　出願人：
　日　付：　　　　年　　月　　日　　　　番　号：


	その他
	１．意匠権　　２．商標権　　３．その他日本国の法令に基づき保護される第三者の権利
（１又は２又は３に○を付けて、以下に案件を記入して下さい）

　件　名：
　出願人：
　日　付：　　　　年　　月　　日　　　　番　号：




（様式３）
第２６回国土技術開発賞　添付資料一覧及び添付資料
（Ａ４版　１枚）
	添付資料番号
	添付資料名

	添付資料－１
	(実績証明書(様式1-4)の基となる応募技術の採用に係る契約書等)



	添付資料－２
	(技術審査証明事業等における審査証明書、表彰履歴等)



	添付資料－３
	(特許権、実用新案権等)



	添付資料－４
	(新聞(一般紙のみ)、雑誌投稿・技術論文等)



	添付資料－５
	(新聞(一般紙のみ)、雑誌投稿・技術論文等)




[bookmark: _Hlk146720650](*)添付資料－２、添付資料－３は、添付資料が無い場合は、添付資料－１に続いて、新聞(一般紙のみ)、雑誌投稿・技術論文等を添付して下さい。






（様式４）
第２６回国土技術開発賞　再応募関係資料

１．過去の応募時の回数　：　第　　　回

２．過去の応募時の技術名称　：　

３．応募技術の変更・改良事項等
	変更・改良事項
	過去の応募時の技術内容
	今回の技術内容

	


























	
	


※本資料は、再応募される場合にのみ必要となります。また、再応募される場合は、本資料の提出が応募の条件となります。






（様式５）
第２６回国土技術開発賞　応募資料作成チェックリスト（1/2）
	応募書類・確認項目
	確認内容
	チェック

	様式1-1
応募書
	応募者名
	・役職･氏名は、民間法人等を代表する者となっているか。公印はあるか。
	

	
	
	・個人での応募者は、学識経験者等のみとなっているか。
	

	
	
	・応募者数は2者までになっているか。
	

	
	技術名称
	・技術名称のふり仮名はあるか。
	

	
	
	・技術名称(わかりやすく簡潔。愛称･商標不可で25字以内)､副題(必要に応じ使用。技術名称の補足説明や愛称･商標可で25字以内)となっているか
	

	
	窓口担当者
	・応募者2者の場合でも、窓口担当者は1名となっているか。
	

	
	代表技術開発者
	・様式1-3の申請書に代表技術開発者の申請書があるか。
	

	
	共同開発者
	・役職･氏名は、民間法人等を代表する者となっているか。
	

	
	
	・個人での共同開発者は、学識経験者等のみとなっているか。
	

	様式1-2
開発体制一覧
	応募者名
	・様式1-1に記載された応募者名と同様か。
	

	
	技術名称
	・様式1-1に記載された技術名称と同様か。
	

	
	フロー図等
	・様式1-1に記載された、応募者が複数又は共同開発者がいる場合、および応募者、共同開発者以外に技術開発者がいる場合に記載。
	

	
	具体的内容
	・上記各機関の役割の違いが明確に区分けされているか。
	

	
	
	・役割の違いから、応募者、共同開発者としてふさわしいか。
	

	様式1-3
技術開発者申請書
	所属法人名
	・役職･氏名は、民間法人等を代表する者となっているか。公印はあるか。
	

	
	技術開発者
	・本人の直筆のサインと押印がなされているか。
	

	
	技術名称
	・様式1-1に記載された技術名称と同様か。
	

	
	具体的内容
	・複数人の場合、各々の役割の違いが明確に区分けされているか。
	

	
	
	・各社2名以内、かつ１応募技術3名以内となっているか。
	

	
	
	・応募者は、応募者に所属する技術開発者を1名以上申請しているか。
	

	様式1-4
実績証明書
	実績証明者
	・様式2-4実績例に記載の事業で、応募技術の採用に携わった担当部局の責任ある役職者が実績証明者になっているか。押印はあるか（私印でも可）。
	

	
	
	・応募者､共同開発者､技術開発者が実績証明者になっていることはないか。
	

	
	技術名称
	・様式1-1に記載された応募技術名称と同様か。
	

	
	応募者名
	・実績を証明する応募者名を記載しているか
	

	
	事業名
	・様式2-4実績例に記載の事業名となっているか
	

	
	実施期間
	・実績の実施期間が記載されているか。
	

	
	実績の概要
	・事業のどの部分でどんな実績があったかわかるように記載しているか。
	

	
	問合せ先
	・問合せ先が記入されているか。
	



第２６回国土技術開発賞　応募資料作成チェックリスト（2/2）
	応募書類・確認項目
	確認内容
	チェック

	様式2-1　応募技術概要
	・技術名称、副題、応募者名、技術開発者、共同開発者が様式1-1、様式1-2、様式1-3に記載された内容と同様か。
	

	
	・Ⅰ技術概要、Ⅱ写真・図・表は、応募要領の様式・書式どおりで2枚か。
	

	
	・Ⅰ技術概要の斜文字の部分は削除して記入しているか。
	

	
	・Ⅰ技術の概要は様式2-2、Ⅱ写真・図・表は様式2-3から要約しているか。
	

	
	・6.技術の適用実績は、様式1-4の事業名を1件記入しているか。様式2-5に記載の適用実績件数と整合が取れる件数で、他○件で表示しているか。
	

	様式2-2　技術の詳細
	・1.応募技術の内容、2.応募技術の適用範囲、3.応募技術の効果、4.応募技術の社会的意義及び展開可能性　が応募要領にしたがって記載されているか。
	

	
	・4.応募技術の社会的意義及び展開可能性において、「今後の技術開発の予定等は記入不可」の注意が守られているか。
	

	様式2-3　写真・図面等
	・様式2-2の説明に必要な写真・図面等が入っているか。
	

	様式2-4　実績例
	・既に実用に供された等の主な実績が載っているか。
	

	
	・様式1-4実績証明書に記載された実績が載っているか。
	

	
	・様式2-1､様式2-5に記載の適用実績件数の内､主な実績が記されているか。
	

	
	・下請会社としての実績の場合は、事業名と（元請会社との契約工事名）、事業者名と（元請会社名）が記入されているか。
	

	様式2-5
応募技術情報
	技術名称
	・様式1-1に記載された技術名称と同様か。
	

	
	技術の概要
	・技術の概要がわかりやすく簡潔になっているか。
	

	
	適用分野
	・○が2つ以下で付されているか。（その他は具体的に書かれているか）
	

	
	技術区分
	・○が2つ以下で付されているか。（その他は具体的に書かれているか）
	

	
	開発した新技術の内容
	・○が2つ以下で付されているか。技術名称･副題と整合が取れているか。
	

	
	開発期間
	・開発期間の終了が、概ね近年5年以内となっているか。
	

	
	総開発費
	・記入されているか
	

	
	適用実績件数
	・様式2-1に記載の件数が記入されているか
	

	
	建設技術審査証明～主な表彰経歴
	・経歴が有る場合は、記入されているか
	

	
	
	・NETISの登録年月日は概ね近年5年以内になっているか
	

	
	
	・主な表彰履歴は応募中のものも記入しているか
	

	
	応募者概要
	・応募者が2者の場合、2者分記入しているか。
	

	様式2-6特許権・実用新案権等
	・応募者、共同開発者、技術開発者との整合が取れているか。
	

	様式3　添付資料一覧及び添付資料
	・添付資料一覧に記入された添付資料がPDFで連結し添付されているか。
	

	
	・添付資料一覧に様式1-4の基となる契約書等の写しが付いているか。
	

	
	・技術の選考に不可欠となる技術内容等は、様式3に添付するだけでなく、様式2-2、様式2-3に記載してあるか。
	

	様式4　再応募関係資料
	・再応募の場合、本様式4の提出が応募条件であるが、作成されているか。
	

	様式6　応募者等の情報
	・Excel形式での提出となっているか。使わない行は空欄になっているか。
	

	様式7　説明音声入りビデオ
	・決められた作成様式で作られているか。
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